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254，343人

89，852世帯

(平成 7年 10月 1日現在)
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市内の重要文化財
(今回指定のものを除く)

・国指定重要文化財

橿 gU 名 初1 員 撒 管理者毒事〈地区〉

有形 :彫刻 木 造不 動明王立像 u恒 下吉沢地区・松

岩寺(下吉沢)

有形:建造物 光 明寺 本笠内厨子 1基 光明寺(南金目)

(付)前立m観世音華客麗{象

史跡 五領ケ台 貝家 平 塚 市(広)11)

-神奈川県指定重要文化財

|有形:彫 刻 木 造大 日如来坐像 1掴 高林寺(四之宮〉

有形:彫 刻 木 造金 剛力士立像 2~匝 光明若手(ii籍金図)

有形:工芸品 光明 寺銅鐘 1口 光明寺(南金目)

有形:建造物 四脚門 1棟 妙覚寺(下吉沢)

| 有形:建造物光明寺観音堂(柑) 1糠 光 明寺(南金目)

無形:民 俗 相模人形芝居前烏座 前烏座(四之宮)

rj:争土七高僧像J。戦国期の

浄土真 宗について語るうえで

大きな資料的価値がある

市
教
育
霊
員
会
で
は
、
市
内
三
か
所
の
寺
院
ガ
所
蔵
す
る
室
町
時
代
の
絵
画
三
件
(
六
帽
)

を
、
十
月
二
十
五
日
伺
け
で
新
芝
に
市
重
要
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
芝
。
い
ず
れ
も
絹
地
に
彩

色
を
施
し
だ
「
ω内
科
厳
し
ん
間
」
と
い
わ
れ
る
横
式
の
絵
画
で
、
室
町
時
代
前
期
ガ
ら
後
期
巳
か
け

て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
指
定
に
よ
り
、
市
内
の
重
要
文
化
財
は
国
指
定

ガ
三
件
、
県
指
定
ガ
六
件
、
市
指
定
ガ
二
十
六
件
の
合
計
三
十
五
件
と
な
り
ま
し
だ
。

今
回
指
定
さ
れ
た
の
は
、

善

徳
寺
(
南
原
)
所
蔵
の
「
絹
本

着
色
法
然
上
人
像
」
、
長
善
寺

「観心十界型軽茶縄図」。画 面 中 央 や や 下 に

「心」の字を描き、そこ (人 間界 ) から他の

九界へ転生する人々の姿を描いている

(
東
八
幡
)
所
蔵
の

「絹
本
着

色
観
心
十
界
隻
茶
羅
図
」、
真

福
寺
(
馬
入
本
町
)
所
蔵
の
「
網

本
着
色
親
鷺
聖
人
像
」
「
絹
本
着

色
聖
徳
太
子
像
」「
絹
本
岩
色
静

土
七
高
僧
像
」

「絹
本
着
色
蓮

如
上
人
像
」
の
計
三
件
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
四

年
度
か
ら
市
内
の
中
世
近
世
絵

画
を
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
作
品
も

「中
世
絵
画
と

し
て
貴
重
で
資
料
的
価
値
が
大

き
い
」
こ
と
が
指
定
理
由
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は

今
回
新
た
に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
絵
画
の
特
徴
は
次

有形 :絵画 イ曽空海画像 11悶 芳盛寺(土屋〉

有形:絵画 風外慾書官墨画 ・鐙蹟 16幅 平塚市博 物館

有形 :絵画 大 山寺縁起 絵 巻 2巻 平塚市博 物館

有形: 絵 画 中原御苦言記 1巻 平塚市博物館

有形: 彫 刻 木造型観世音菩薩立像 1蝿 光明寺(南金目)

有形 :彫刻 木造 業師如来立像 1躯 き定積院(上平塚)

有形:彫刻 木造 薬師如来立像 u恒 正福寺(大島)

有形:彫刻 木造十二神 将 立 像 12MWi 正福寺(大島)

有形: 彫 刻 木造阿弥陀如来立像 u恒 善福寺〈広)11)

有形: 彫 刻 木造 地蔵菩穫坐像 u回 磯部三郎氏

有形: 彫 刻 木造 薬師知来坐像 u極 平等寺(量豊田)

有形: 彫 刻 木 造 阿 弥陀如来および 3躯 薬王寺(組)

観 音 ・勢至両菩藤立像

有形 :彫刻 木造地蔵 警 護 半蜘{象 u恒 延命寺(上吉沢)

有形:建造物 金目観音堂ニ(仁)王門 1棟 光明寺(南金自)

有形:建造物 北金白神社本殿 1棟 北金目神社

有形 :古文句 光明寺古文芸書 2巻 光明寺(南金自)

有形:古文曾 清田家(尼屋)文章鈴 6i箆 清田恒顕氏

有形:古記録 光明寺縁起魯 1巻 光明寺(南金目)

有形:古記録 駒形神社棟札 ・勧化札 11枚 駒形神社(岡崎)

有形:古記錬 北条氏所領役幌 1 i硲 今井治良氏

無形:民 俗 田 村 ば やし 保存会(田村)

無形: 民俗 前烏神社祭事 保存会(四之宮)

無形: 民俗 前鳥端子 保存会(四之宮)

- 平 摩 市指定重要文化財

の
と
お
り
で
す
。

O
法
然
上
人
像

法
然
上
人
像

(
部
分
)

浄
土
宗
の
開
祖
法
然
を
描
い

た
も
の
で
、
市
内
最
古
の

「僧

空
海
画
像
」
(
市
指
定
重
要
文

化
財
・
芳
盛
寺
所
蔵
)
と
ほ
ぼ

同
時
期
の
室
町
時
代
前
期
の
作

と
み
ら
れ
ま
す
。
県
下
で
も
、

こ
れ
ほ
ど
古
い
法
然
像
は
ほ
か

に
例
が
な
く
、
関
東
地
方
で
も

珍
し
い
も
の
で
す
。

。
観
心
十
界
隻
茶
羅
図

仏
教
で
説
く
十
界
の
有
り
様

を
よ
下
六
段
に
分
げ
て
描
い
た

も
の
で
、
室
町
時
代
中
期
の
作

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
な
か
で
も

画
面
中
ほ
ど
に
描
か
れ
た
往
来

や
臨
終
の
場
面
で
の
人
物
像

は、

当
時
の
風
俗
の

一
端
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
ま
す
。
本
国
は
室
町
時
代

の
絵
画
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て

い
る
う
え
、
画
面
の
構
成
も
ほ

か
に
類
例
の
な
い
珍
し
い
作
品

で
す
。

。
親
鷺
聖
人
像
ほ
か
全
4
幅

い
ず
れ
も
其
福
寺
の
開
山
期

に
さ
か
の
ぼ
る
室
町
時
代
後
期

の
作
と
推
定
さ
れ
、
本
山
の
本

願
寺
か
ら
主
従
関
係
の
あ
か
し

と
し
て
下
付
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
県
内
で
は
室
町

時
代
の
こ
の
種
の
画
像
は
数
少

な
い
う
え
、
浄
土
真
宗
の
門
徒

支
配
の
在
り
方
を
物
語
る
貴
重

な
資
料
と
い
え
ま
す
。

民
俗
芸
能
ま
つ
り
を
開
<

※個人所有のものについては「地区Jを省略させていただきました

第
十
九
回
ひ
ら
つ
か
民
俗
芸

能
ま
つ
り
が
、
今
年
も
中
央
公

民
館
大
ホ
1
ル
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
に

伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
広
く
市
民

の
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
、
そ
の

伝
承

・
保
存
に
役
立
て
よ
う
と

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

日
ご
ろ
自
に
す
る
機
会
の
少

な
い
郷
土
芸
能
に
ふ
れ
る
よ
い

チ
ャ
ン
ス
。
入
場
は
無
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 湘南座の演 技

。
日
時

日
月
初
日
(
回
)
午
後

0
時
却
分
開
場
、

1
時
開
演

。
出
演
団
体
お
よ
び
演
題

マ
人
形
惜
瑠
璃
芝
居
の
部

・
湘
南
座
「
序
三
番
受
」
、

「傾
城
阿
波
之
鳴
門
|
巡
礼
唄

之
段
l
」

・
平
塚
市
役
所
文
楽
研
究
会

「盛
坂
霊
験
記
i
沢
市
内
か
ら

山
之
段
ま
で
|
」

・
前
烏
座
(
神
奈
川
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
)
「
艶
容
女

舞
衣
l
酒
屋
之
段
l
」

マ
太
鼓
の
部

・
豊
田
ば
や
し
保
存
会
「
笠

田
は
や
し
」

。
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課
(
内
線
5
2
8
)

砂砂._---------------. -
話会喜平案県 江南高校が15年ぶり優勝 @
つ 含で五が 大 県高校軟式野球秋季大会 で、優勝を果

てむは年 、会 fi.・しt<:江南高校。野球部品のみなさんに、
く出、ぶ強で i

れ席マり豪 、その時の感激や、苦労話 をお聞きしまし

ま部ネのを江た。取材は平 名良知子さん(束中原)
し員 1優 打 南
た全ジ勝 ち高
。員 ヤ!破 等

い
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
だ
れ
と
は
な
く

「
ど
と
の
チ
l
ム
に
も
負

け
な
い
練
習
を
こ
な
し
、

こ
の
チ
1
ム
で
勝
っ
て
良

か
っ
た
」
と
、
個
々
の
菩

び
と
共
に
さ
り
げ
な
く
仲

間
を
た
た
え
る
姿
が
さ
わ

や
か
で
し
た
。

O
B
で
も

あ
る
監
督
か
ら
の

ご

年

生
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
、

二

年
生
の
控
え
が
い
い
感
じ

で
刺
激
し
あ
っ
て
い
る
」

と
の
言
葉
ど
お
り
、
横
の

つ
な
が
り
が
和
や
か
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

話
を
し
て
い
る
聞
も
、

優
勝
の
喜
び
が
ど
の
顔
に

も
素
直
に
写
し
だ
さ
れ
、

一
人
が

「来
年
、
二
年
連

続
優
勝
出
来
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
の
言
葉
で
決

め
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
名
前
も
知
ら
な

い
O
B
た
ち
が
練
習
を
見

に
来
て
励
ま
さ
れ
、
さ
ら

に
優
勝
す
れ
ば
ラ
ー
メ
ン

を
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ
る

と
の
約
束
で
、
そ
の
時
の

ラ
ー
メ
ン
の
味
が
最
高
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
女
子
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
ひ
と
こ

と
。
試
合
中
の
顔
も
、
優

勝
の
時
の
顔
も
良
か
っ
た

と
の
感
想
を
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

4
『

d

司

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
チ

a

d

司

l
ム
全
体
が
大
変
明
る
い

一

と
と
で
し
た
。

一

勉
強
と
の
両
立
は
ど
ん

一

な
工
夫
を
し
て
い
る
か
の

一

苦
労
話
は
、
本
音
が
な
か

一

な
か
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん

一

で
し
た
が
、
耳
休
み
の
四

一

分
の
三
を
費
や
し
厳
し
い

一

練
習
に
耐
え
た
、
ま
た
、

一

帰
宅
し
、
寝
て
自
が
党
め

一

る
と
朝
だ
っ
た
な
ど
、
野

一

球
音
痴
の
私
に
も
猛
暑
で

一

の
練
習
風
封
が
見
え
て
く

一

る
思
い
で
し
た
。

一

主
将
は
、
準
決
勝
の
先

一

発
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
、

二
人

一

の
ど
ち
ら
に
し
よ
う
か
と

一

迷
っ
て
寝
つ
貯
な
か
っ
た

一

そ

う
で
す
。
調
子
が
悪
い

一

方
の
選
手
が
、
遅
く
ま
で

・

練
習
し
て
い
る
姿
を
見
て

• • 

• • • 
参事ぞろいしたメンバー

‘ も

ー一• • • 



(2) 平成ア年11月 15日広報ひらつか

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
発
生
件
数
は
十
月
末
ま

で
に
百
十
三
件
で
、
昨
年
同
期

と
比
べ
二
十

一
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
目
立
つ
の
が
放
火

(
縫
い
を
含
む
)
に
よ
る
火
災

で
、
昨
年
比
十
一
件
増
の
三
十

四
件
も
発
生
し
だ
い
ま
す
。

十
月
三
十

一
日
未
明
に
は
金

団
地
区
で
放
火
に
よ
る
と
み
ら

れ
る
火
災
が
三
件
連
続
発
生
。

特
に
ニ
件
目
は
、

一
件
自
の
火

災
の
消
火
活
動
に
出
動
中
で
無

人
の
消
防
分
団
詰
め
所
で
発
生

し
た
も
の
で
、
同
詰
め
所
約
四

十
平
方
討
を
半
焼
し
ま
し
た
。

消
防
本
部
で
は
警
察
署
な
ど

不惑lr
4沼 宮宏://

奏安:譲叡
;; ; 

主ιι
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(鍾iii
p迭さ

第 563号

と
協
力
し
て
響
戒
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
も
特
に

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

.
家
の
周
囲
を
整
理
整
と
ん
し

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

・
不
審
者
が
敷
地
内
、
室
内
に

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
戸

締
ま
り
に
気
を
つ
け
る

・
常
夜
灯
を
設
置
す
る
な
ど
家

の
ま
わ
り
を
明
る
く
す
る

・
車
や
バ
イ
ク
の
カ
パ

1
は
燃

え
に
く
い
紫
材
を
選
ぶ

・
隣
近
所
と
協
力
し
て
、

放
火

さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
る

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部

予
防
課
(内
線
3
9
4
)

施設名 所在地

神田保育園 回 本寸

公
金問保育園 入 豊予

須賀保育園 高 浜 台

南康保育園 南 原

吉沢保育園 上 吉沢

花水台保育園 花水台

しらさぎ保育園 束中原

立
夕陽ケ丘保育園 夕陽ケ丘

若草保育園 横 内

大神保育園 大 キ申

平塚保育園 宮の前

柳田T保育園 平 塚

社
明石町保育園 明石町

白百合保育園 立里子四T

~ 
あさひ保育園 i可 内

機内保育園 キ貨 内

福
いずみ保管園 万 回

金目保育園 ヰヒ金目

干止
八幡保育園 四之宮

大町保育園 緩 坂 問

法
ゅうかり保育園 岡 崎

中原保育園 中 原

人
高村保育園 高毎 #寸

富士見保育園 平 I家

みどり保育所 四 之 宮

もんもん保育園 花 水 台

保育園の一覧表

時
が
抜
け
て
い
ま
し
た
の
で
追

加
し
ま
す
。

・
横
内
保
育
園
毎
月
第
2
、

第
4
火
曜
日
の
午
前
9
時

i
u

広
報
ひ
ら
つ
か
十
月
十

五

日

時

号
の

「保
育
園
の
育
児
支
援
事

・
大
神
保
育

園

毎

週
水
曜
日

柴
・
開
放
保
育
を
実
施
し
て
い
の
午
前
9
時
叩
分

5
日
時

る
保
育
園
」
の
記
事
の
中
で
、

マ
問
い
合
わ
せ
先
児
童
福
祉

次
の
保
育
園
、
お
よ
び
開
放
日
課
保
育
係
(
内
線
2
1
5
)

課
保
育
係
(
内
線
2
1
4
)
へ。

マ
申
諮
曹
の
配
布
ロ
月
ロ
臼

(火

)
1日
日
(
水
)

マ
申
請
書
の
受
付

1
月
日
日

(木
)
3
U
日
(
金
)

※
場
所
は
い
ず
れ
も
児
童
福
祉

課

開
放
保
育
実
施

保
育
園
を
追
加

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
空
き

家
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を

六
月
、
九
月
、
十
二
月
の
三
回

募
集
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
分
の
申
し
込
み
は
、

十

二
月
七
日
(
木
)
、
八
日

(
金
)
、
十
一
日

(月
)
の
三
日

間
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
市
役
所
B
会
議
室
で
受
貯

付
け
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み

は

一
世
帯
に
つ
き

一
住
宅
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す。
入
居
資
格
、
募
集
住
宅
の
間

取
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
受
付
窓
口
、
同
建
築
謀
、
駅

前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

(M
N

ピ
ル
十
階
)
、
お
よ
び
各
公
民

館
で
お
配
り
す
る
「
募
集
の
し

お
り
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
諜

住
宅
係
(
内
線
4
6
4
)
へ。

av今
回
の
入
居
者
募
集
住
宅

マ
万
四
貝
塚
住
宅

1
極

1

戸、

2
種
1
戸

マ
岡
崎
住
宅

1
樋
3
戸

マ
龍
城
ケ
丘
住
宅

1
種
1
戸

マ
東
中
原
住
宅

1
種
2
戸、

2
極
1
戸

マ
中
原
上
宿
住
宅

2
種
1
戸

マ
田
村
植
竹
住
宅

2
種
1
戸

マ
宮
の
前
住
宅

2
種
1
戸

マ
虹
ケ
浜
住
宅

1
種
1
戸

マ
虹
ケ
浜
東
住
宅

1
種
1
戸

マ
中
原
子
の
神
住
宅

2
種
1

一戸年
金
現
況
屈
の
証
明

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
毎
年

一
回
社
会
保
険
庁
な
ど

申し込み、問い合わせは

市役所へ

・哲也君舌 23-1111、 35-1111 

(内線番号を交換手へ)

・住所 浅間町 9番 1号

(担当課名のご記入を)

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
受
給
権

者
現
況
届
」

の
中
に
、
市
町
村

長
の
証
明
を
受
甘
る
欄
が
あ
り

ま
す
が
、
と
の
証
明
は
次
の
場

所
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。・
市
役
所
1
階
市
民
課
窓
口

・
市
内
日
か
所
の
「
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
」

(
M
N
ピ
ル
叩
階
、

市
と
東
海
大
学
は
昭
和
六
十

年
、
心
豊
か
な
地
域
社
会
の
創

造
や
学
術
文
化
研
究
の
振
興
な

ど
を
目
的
に
、
幅
広
い
分
野
で

交
流
を
進
め
て
い
く
と
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。
以
後
、
市
の

各
種
講
座
や
審
議
会
へ
の
大
学

か
ら
の
人
材
派
遣
、
図
書
館
や

体
育
施
設
の
相
互
利
用
な
ど
が

な
で
し
と
公
民
館
、
大
野
公
民

館
、
長
田
公
民
館
、
神
田
公
民

館
、
大
神
公
民
館
、
城
島
公
民

館
、
岡
崎
公
民
館
、
金
田
公
民

館
、
金
目
公
民
館
、
土
屋
公
民

館
、
吉
沢
公
民
館
、
旭
北
公
民

館
、
旭
南
公
民
館
、
お
よ
び
東

海
大
学
湘
南
校
舎
同
窓
会
館

内
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

融
年
金
係

(内
線
2
5
1
)

ロ
月

4
日
か

ら

人

権

週

間

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
人
権
週
間
(
法
務
省
ほ
か
)

で
す
。
市
で
は
、
こ
れ
に
あ
わ

臨時職員の募集

。職 種栄養士

。募集人員 1人

。応募資格 30歳以下の管

理栄養士免許取得者で、

休日勤務、早出勤務の可

能な方

。勤務場所 市民病院

。期 間 平 成 8年 1月

8日から約 1年問

。賃 金 時給900円

。 申し込み 11月22日(水)

までに履歴告と免許証の

写しを市民病院庶務醜

(宮32-0015内 線3197)へ
本人が直接持参する

せ
て

「特
設
人
権
法
律
行
政
相

談
」
と

「人
権
部
演
会
」
を
行

い
ま
す
。

。
特
設
人
権
法
律
行
政
相
談

相
談
は
人
権
擁
謹
委
員
、
行

政
相
談
委
員
、
民
生

・
児
童
委

員
、
教
育
相
談
員
が
無
料
で
お

受
け
し
、
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
。

マ
日

時

ロ

月

5
日
(
火
)
、

午
後
1
時

3
4
時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
会
説
室

(M
N
ピ
ル
日
階
)

マ
相
談
受
付
内
容

夫
婦
、
親

族
、
隣
近
所
、
い
じ
め
な
ど
の

困
り
ご
と
や
心
配
ご
と

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
課
市
民
相
談
係
(
内
線
2
9

0
人
権
講
演
会

マ
日
時

日
月
初
日
(
火
)
、
午

課マ授マ何 マ マ前 ';...，..11月納期の市税・手数料 恥・
(開講かテ会 9 ・ ・=
内い北師 '- 1場時1.対象税等 ， -
線 合 川 マ 5
2わ普横 教 4・固定資産税 (第 4期) c ~ 

1 せ英浜 「室 ;・国民健康保険税 (第 6期)・=
7 先氏国
) 立 、館 ?・国民年金保険料 (第 8期) 1 ~ 

福 大 人大 ;・清掃し尿従長手数料 (第 8期 ) j ~ 
祉学権ホ = 
政 助 と 1 1・納期最終日 11月30日(木) 1三
策 教 はル い・1...1...........・・叶

東
海
大
学
と
受
流
刊
周
年

様々な交流事業を

が を が
り取あ
はりり

先日行われた市長 (写 真 左) と 双 巻 ま
松前学長 (写 真 右) との対談では、 方 く す
幅広い分野での協力を再確認した の 地 が

発域
く緒つのかし事て後 ん欠展社大
だにい在ら て業い 予ぜ。かの会学
さおてりの 、にる 定 ひ せたのと
い考ご方交こ参記さ、 まめっそ
。えーに流れ加 念れ今 せ になれ

。
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業

マ
公
開
セ
ミ
ナ
ー

「大
学
の
あ

る
ま
ち

平
塚
」
講

師

吉

野

稜
威
雄
市
長

・
日
時
、
会
場
日
月
幻
日

(火
)
午
後
5
時

1
、
東
海
大
学

湘
南
校
舎
松
前
記
念
館

マ
市
民

・
大
学
交
流
コ
ン
サ
ー

ト-
日
程
、
会
場

市
議
会
議
場

マ
そ
の
他
、
大
学
施
設
見
学
会

や
市
民
参
加
の
討
論
会
な
ど

※
日
程
等
詳
し
い
こ
と
は

「広

報
ひ
ら
つ
か
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す

。
担
当
企
画
調
整
課

(内
線

3
2
3
)
 

2
月
中
旬
、

市
民
相
談
室
(市
役
所
)
宮
(お
)
1
1
1
1
内
線
2
9
3

0
人
権
法
律
相
践
・
行
政
相
殴

U
月
目
日
(
火
)
日
時
5
M時

。
一
般
法
律
相
股

毎
週
水
曜
日
日
時
5
日
時
予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
獣
ロ
月
8
日
(
金
)
日
時
i
M時

。
住
宅
相
談
日
月
目
白
(
火
)
日
時
3
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
談
ロ
月
4
日
(
月
)
叩
時
1
日
時

。
下
間
取
引
相
股

U
月
日
目

(木
)
、
ロ
月
幻
自
(
木
)
日
時

初
分
i
m時

。
労

働

相

談

ロ

月
M
日
(木
)
日
時
1
日
時

。
社
会
保
険
労
務
相
般

ロ
月
ロ
目
玉

叩
時
3
日
時

。
消
費
生
活
相
般

毎
週
金
晦
日
9
時
i
M時

。
一
一
般
市
民
相
談

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
1
M
時

青
少
年
相
談
室
(市
民
セ
ン
タ
ー
)
宮

(
M
)7
3
1
1

0
青
少
年
相
飯

毎
週
月
S
金
曜
日
9
時
1
M
時

。
悩
み
ご
と
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
宮
(お
)
7
8
3
0

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
5
M時
却
分
(
土

曜
日
は
日
時

sm時
却
さ

も
し
も
し
健
康
相
談
(保
健
セ
ン
タ
ー
)
宮
(却
)1
2
2
1

毎
週
月

・
木
曜
日
刊
時

sm時

福
祉
事
務
所
で
は
、
来
年
四

月
か
ら
新
た
に
保
育
園
に
入
園

を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
が
い

る
家
庭
に
申
請
曹
を
お
配
り
し

ま
す
。
な
お
、
お
配
り
す
る
際

に
家
庭
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き

し
ま
す
の
で
、
必
ず
保
護
者
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
入
国
中
の
児
童

を
引
き
続
き
入
国
さ
せ
る
希
望

の
あ
る
保
護
者
に
つ
い
て
は
、

後
日
各
保
育
園
か
ら
連
絡
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
児
童
福
祉

福
祉
会
館
宮
(お
)
2
3
3
3

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
敵
ロ
月
M
日
(
木
)

日
時
却
分
1
日
時
却
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
般

毎
週
月
1
金
曜
日
8
時
泊
分
3
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
股

毎
週
月
t
金
曜
日
8
時
却
分
1
口
時

。
結
婚
相
談

毎
週
日
曜
日
刊
時
1
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
餓

毎

週

月

3
金
曜
日
9
時
5
日
時

。
家
庭
児
賞
相
股

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
3
M時

。
婦
人
相
談

ロ
月
M
日
(
木
)
刊
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
却
分
S
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
善
小
学
校
北
側
)

宮
(お
)6
0
1
2

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
口
時

。
電
話

相

談

毎

週
月
1
土
曜
日
9
時
5
口
時
(第
2
・

第
4
土
曜
日
を
除
く
)

子
育
て
相
談
室
(須
賀
保
賓
圏
2
階
)
宮
(れ
)7
6
3
9

毎
週
月
3
木
曜
日
9
時
却
分
S
M時

(
木
曜
日
は
ロ
時
ま
で
)
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中
学
生

・
小
学
生

マ
問
い
合
わ
せ
先

(お
)
2
1
1
1

四
百
円

美
術
館
宮

ま
れ
て
い
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
。
市
で
は
こ
の
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
の
講
師
と
な
っ
て
い
た
だ

く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
講
座
内
容
教
養
講
座
(
人

文
科
学
・
文
学
文
芸
・
生
活
科

学
・自
然
科
学
等
)
、
芸
術
文
化

講
座
(
世
冨
術

・
趣
味
娯
楽
等
)

マ
締
め
切
り
ロ
月
日
日
(
金
)

マ
申
し
込
み
先
市
民
セ
ン
タ

ー
宮
(詑
)
2
2
3
5

カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
講
師
の
募
集

専
門
的
な
講
座
か
ら
、
楽
し

み
な
が
ら
豊
か
な
人
間
性
を
は

ぐ
く
む
鱗
座
ま
で
、
広
く
親
し

れ
る
作
品
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
近

代
絵
画
を
代
表
す
る
も
の
と
い

え
ま
す
。

デ
ュ
フ
ィ
は
、
一
九
三
七
年

パ
リ
万
国
博
覧
会
の
際
、
パ
ピ

リ
オ
ン
の
一
つ
で
あ
る
電
気
館

の
た
め
に
大
壁
画

「飽
気
の

精
」
を
制
作
し
ま
す
。
高
さ
十

抗
、
幅
六
十
討
に
お
よ
ぶ
こ
の

大
作
は
、
古
代
か
ら
始
ま
る
電

気
に
ま
つ
わ
る
科
学
の
歴
史
が

壮
大
な
構
図
に
よ
っ
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
の

「
電
気
の
精
」
の
十
分
の

一
の

縮
尺
版
と
、
初
期
か
ら
晩
年
に

至
る
デ
ュ
フ
ィ
芸
術
の
全
容
を

パ
リ
市
近
代
美
術
館
と
ボ
ン
ピ

札

a

ド
l
セ
ン
タ
ー
国
立
近
代
美
術

美
術
館
で
は
、
十
二

月

十

七

し

た

。

館

の

所

蔵

作

品

八

十

七
点
に
よ

日
ま
で
企
画
展
コ
ア
ュ
フ
ィ
芸
術

一
家
に
育
っ
た
デ
ュ
フ
っ
て
た
ど
り
ま
す
。

展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ィ
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
美
術
マ
会
期
ロ
月
口
日
(
日
)
ま
で

明
る
い
色
彩
の
律
動
す
る
の
潮
流
に
影
響
を
受
貯
な
が
ら
(
月
曜
日
休
館
)

線
。
ま
ば
ゆ
い
光
と
幸
福
感
に
「
生
命
の
讃
歌
」
と
評
さ
れ
る
・
開
館
時
間
午
前
9
時
叩
分

満
ち
た
世
界
を
描
い
た
画
家
ラ
独
自
の
世
界
を
創
り
上
げ
ま
し

1
午
後
4
時
日
分

ウ
ル
・
デ
ュ
フ
ィ
は
、

一
八
七
た
。
そ
の
モ
ダ
ン
で
優
雅
な
、

マ
出
品
作
品
フ
ァ
レ
l
ズ
の

七
年
、
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
ま
そ
し
て
何
よ
り
も
喜
び
に
あ
ふ
教
会
広
場
、
ル
・
ア
1
ヴ
ィ
ル

室、，
s
f
g
e
Aて
S
E
t
a
-
、，
s
s
弘、
SEE--
也、
a
f
t
-傘、2
8
s
a
z
t
t
t
?
i
E
・e・-守
E
Z
Z
晶、
E
・g--、atz-Ari--e主
T
S
E
E
-
&
τ
S
E
t
-
'
h
s
f主

、

i
、

市
で
は
、

F
M湘
南
ナ
パ
サ

の
番
組
づ
く
り
に
参
加
す
る
、

市
民

・
地
元
大
学
生

・
ス
タ
ッ

フ
た
ち
の
お
話
か
ら
地
域
に
密

着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

の
姿
を
紹
介
す
る
「
潮
風
の
R

A
D
I
O」
を
放
映
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

U
月
四
日
(
土
)
午
前

日
時
記
分

1
正
午

マ
番
組
名
こ
ん
に
ち
は
神
奈

※
放
映
し
た
番
組
の
ビ
デ
オ
は

図
書
館
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
貸
し
出
し
ま
す

市
で
は
、
小

・
中
学
生
を
始

め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
豊
か

な
感
性
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
も
ら
お
う
と
、
絵
画
や
標

語
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(

敬

称

略

)

緑
化
ポ
ス
タ
ー

と
緑
の
標
語
を

緑
の
保
全
や
緑
化
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

緑
化
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
小
ス
タ
1
の
部

応
募
一
千

五
十
四
点

マ
金
賞
横
田
圭
亮
(
港
小
1

年
)
、
内
田
知
世

(
松
原
小
2

年
)
、
遠
藤
由
香
(
旭
小
3
年)、

山
川
詩
織
(
崇
善
小
4
年
)
、
新

藤
幸
心
(
勝
原
小
5
年
)
、
石
井

利
昌
(
山
下
小
6
年
)
、
上
野
聡

子
(
山
城
中
1
年
)
、
田
中
梓

(
旭
陵
中
2
年
)
、
柴
田
真
紀

横 田 圭 亮 君 の 作 品

子
(
旭
陵
中
2
年
)

.
標
語
の
部
応
募

一
千
四
十

三
点

マ
最
優
秀
賞
「
広
げ
よ
う
!

植
え
る
木
育
つ
木
心
と
み

ど
り
」
今
井
ト
シ
子

ご

般

・

豊
原
町
)

マ
優
秀
賞
「
く
す
の
木
に

や
さ
し
く
包
ま
れ
な
ご
む

街
」
原
聡
美
(
金
田
小
5
年)、

「
緑
の
輪
広
げ
て
い
こ
う
手

を
つ
な
ぎ
」
宮
前
好
(
金
目
中

1
年)、

「今
、
増
や
す
未
来

に
恥
じ
な
い
み
ど
り
の
資

源
」
中
川
吉
雄
(
一
般

・
諏
訪

町
)観

光
風
景
写
生

コ
ン
ク
ー
ル

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
行

事
な
ど
を
子
供
た
ち
の
作
品
を

通
し
て
広
く
紹
介
し
て
も
ら
お

う
と
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
観
光
風

景
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま

米
由
美
紀
さ
ん
の
作
品

し
た
。
応
募

一
千
四
百
六
十
点
。

マ
優
秀
賞
米
由
美
紀
(
崇
善

小
3
年
)
、
原
田
恵
(
八
幡
小
4

年
)
、
大
谷
陽
子
(
金
目
中
3
年
)

マ
金
賞
古
届
敷
幸
恵
(
花
水

小
1
年
)
、
武
藤
華
子
(大
磯
小

1
年
)
、
川
端
崇
陽
(
港
小
3

年)、

加
藤
隼
(
港
小
4
年
)
、
相

文
化
祭
の
入

賞
者
決
ま
る

第
四
十
三
回
平
塚
市
文
化
祭

の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

マ
写
真
の
部
応
募
百
十
三
点

・
市
長
賞
笹
尾
敏
子
(
松
風

町
)
、
市
議
会
議
長
賞
土
方

保
造
(
上
吉
沢
)
、
教
育
委
員
会

賞
斎
藤
幸
子
(
茅
ケ
崎
市
)
、

平
塚
写
真
連
盟
会
長
賞
高
橋

原
英
聴
(
花
水
小
5
年
)、
武
田

啓
吾
(
港
小
6
年
)
、
佐
藤
紘
香

(
江
陽
中
3
年
)

環
境
ポ
ス
タ
ー
-

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

山
本
真
季
子
さ
ん
の
作
品

美
し
い
街
づ
く
り
や
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
、
地
球
環
境
な
ど

に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、
ク
リ
ー
ン
平
塚
・

環
境
ポ
ス
タ
ー
-
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
小
ス
タ
1
の
部
応
募
三
百

三
十
四
点

-
父
通
安
全
啓
発
の

ポ
ス
タ
ー
と
作
文

小
学
生
を
対
象
に
、
交
通
安

全
意
識
や
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め

る
た
め
、
交
通
安
全
啓
発
ポ
ス

タ
ー
-
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

倉
小
ス
タ
ー
の
部
応
募
二
百

二
十
七
点

マ
金
賞
石
垣
幸
太
(
山
下
小

2
年
)
、
並
木
雅
也
(
神
田
小
4

年
)
、
佐
藤
早
織
(
宮
士
見
小
5

通
恭
(
中
堂
)
、
商
工
会
議
所
会

頭
賞
武
田
秀
夫
(
夕
陽
ケ

丘
)
、
平
塚
市
文
化
連
盟
会
長

賞
角
田
孝
(
藤
沢
市
)

マ
英
術
の
部
応
募
百
十
三
点

・
市
長
賞
入
念
芳
子
(
聾

平
)
、
市
議
会
議
長

賞

白

田

政
子
・(二
宮
町
)
、
教
育
委
員
会

口

安
田
文
夫
(
茅

ケ
崎

市
)
、
平
塚
美
術

協

会

賞

井

上
智
(
茅
ケ
崎
市
)
、
商
工
会
議

所
会
頭
賞
熊
沢
幸
子
(
御

殿
)
、
平
塚
市
文
化
連
盟
会
長

賞
小
山
延
子

(
高
村
)

マ
金
賞
山
本
真
季
子

(
富
士

見
小
5
年
)
、
升
水
信

一
郎
(
春

日
野
中
2
年
)

-
標
語
の
部

マ
「
ご
み
部
門
」
応
募
六
百
五

十
五
首

・
金
作
品
「
出
か
甘
た
ら
ご

み
と
思
い
出
も
ち
か
え
る
」

茂
田
佑
樹

(
神
田
小
5
年)、

「
汚
す
ま
い
明
日
も
み
ん
な

が

歩

く

迫
」
蛭
川
賢

一
(春

日
野
中
2
年
)

マ
「
環
境
保
全
部
門
」
応
募
三

百
四
十
五
首

・
金
賞

「ち
ょ
っ
と
し
た

心
づ
か
い
が
省
エ
ネ
だ
」
杉

山
智
司
(
土
屋
小
6
年
)
、
「
大

切
に
自
然
が
く
れ
た
こ
の

資
菰
」
中
戸
川
雄
太
(
江
陽
中

2
年
)

年
)

合
作
文
の
部
応
募
三
十
点

マ
最
優
秀
吉
川
愛

(
城
島
小

4
年
)
、
熊
探
礼
花
(
中
原
小
5

年
)ク

ッ
キ
ン
グ
講
習
会

国
際
交
流
事
業
の

一
環
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
料
理
と
和
風
シ

ュ
ウ
マ
イ
づ
く
り
を
学
ぶ
鱗
習

会
が
聞
か
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

日
月
お
日
(
土
)
、
午

前
日
時

1
午
後
2
時

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
参
加
費

1
人
一
千
円

マ
定
員
犯
人

マ
申
し
込
み
先
交
流
親
善
課

(
内
線
5
9
7
)

石垣幸太君の作品

e 創日入者のみな命
国民主手金保険料の納め忘れはありませんか。保険料を未納のままにして

おくと老後の保障がなくなるだけでなく、万一の事故や病気のときに年金

を受けられなくなる場合があります。保険料は納め忘れのないようにご注

意ください。なお、国民年金保険料の収納と年金相談を次のとおり行いま

す。まだ納めていない保険料のある方や、年金についての相談がある方は、

納付啓と年金手帳をお持ちになってお越しください。

我が家の防災対策を確認

ガラスの飛散防止、照明器具の固定
地震の際に割れたガラスの破片は「凶器Jに変わります。地震が

起こ る前にガラスが飛び散らないよう「飛散防止フィ ルム」をはっ
たり、照明者喜兵が落ちてこないよ うに固定しておきましょう

。会場および日程
• 12月15日(金) 旭南公民館

• 12月18日(月) 市役所 l階市民ホール

• 12月 19日(火)~21 日(木) 駅前市民窓口センター(MNピル10階)

※時間はいずれも午前9時~午後3時

。問い合わせ先 保険年金課年金係(内線251)防災課(内 線357)-宇旦当
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ご
み
を
減
ら
す
に
は
ど
う
し
だ
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
資
漉
再
生
ご
み
の
分
割
収
集
を
導

入
し
て
十
年
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
塚
市
の
ご
み
資
源
化
率
は
全
国
的
に

も
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
一
向
に
減
り
ま
せ
ん
。
4

コ

ロ
は
、
白
常
生
活
の
横
々
な
場
面
で
ご
み
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
考
え
る
「
ブ
レ
サ
イ
ク
ル
」

と
、
再
生
日
の
利
用
に
よ
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ご
み
を
減
ら

す
に
は
ど
う
し
定
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
考
え
く
だ
さ
い
。

第 563号

ご
み
の
減
量
は

私
だ
ち
し
だ
い

一
見
豊
か
で
便
利
な

「使
い

捨
て
」
社
会
。
し
か
し
、
そ
れ

は
限
り
あ
る
資
源
を
む
だ
に
し

て
、
大
量
の
ご
み
を
出
す
と
い

う
こ
重
の
環
境
破
壊
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

環
境
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い

る
今
、
ご
み
を
減
ら
し
資
源
を

有
効
に
利
用
す
る

「地
球
に
や

さ
し
い
」
暮
ら
し
方
が
世
界
的

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
今
ま
で
の
生
活
を
見
直
し
、

ご
み
を
生
み
出
さ
な
い
こ
と

(ブ
レ
サ
イ
ク
ル
)
を
常
に
考

え
、
出
て
し
ま
っ
た
ご
み
は
有

効
に
活
用
(
リ
サ
イ
ク
ル
)
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「使
い
捨
て
」
社
会
で
生
活

し
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
日
常

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ご
み

を
減
ら
す
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。
ご
み
が
減
量
で
き
る
か
、

で
き
な
い
か
は
、
私
た
ち
し
だ

い
な
の
で
す
。

ブ
レ
サ
イ
ク
ル
と
は

ご
み
を
生
み
出
さ
な
い
こ
と

プ
レ
ザ
イ
ク
ル
と
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
前
(
プ
レ
)
の
段

階
で
ご
み
を
い
か
に
減
ら
す
か

を
考
え
る
こ
と
で
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
は
、
ご
み
を
減
量
す
る
た

め
に
有
効
な
手
段
の

一
つ
で
す

が
、
そ
れ
だ
貯
で
は
現
在
の
ご

み
の
量
は
減
ら
せ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
、
も
の
を
購
入
す

る
段
階
か
ら

「
将
来
ご
み
を
生

み
出
さ
な
い
か
」「ご
み
に
な
っ

た
と
き
処
理
が
し
や
す
い
か
」

な
ど
を
考
え
、

工
夫
し
て
い
く

の
が
ブ
レ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

篤
い
物
袋
の
持
参

効
果
あ
り
ま
す

「ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
を
後

で
使
お
う
と
思
っ
て
た
め
て
お

い
た
け
れ
ど
、
使
う
よ
り
た
ま

る
ほ
う
が
多
く
て
結
局
ご
み
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
。
こ
ん
な

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
レ
ジ
袋
(
レ
ジ
で

も
ら
う
ポ
リ
袋
)
を
、
私
た
ち
は

一
世
帯
あ
た
り

一
週
間
に
八
・

四
枚
も
も
ら
っ
て
い
ま
す
(
通

産
省
調
べ
)
。
こ
の
数
字
は
、
私

た
ち

一
人

一
人
が
買
い
物
袋
や

か
ご
を
持
っ
て
行
け
ば
、
そ
の

分

「ご
み
」
が
減
ら
せ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ガ
ム
や
乾

電
池
な
ど
を
買
う
と
き
は
庖
の

シ
I
ル
を
は
っ
て
も
ら
っ
て
済

ま
せ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
身
の

回
り
に
は
ご
み
を
減
ら
す
チ
ャ

ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
な

行
動
の
積
み
重
ね
が
資
源
を
大

切
に
し
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

を
ら
駈

物
、
か
鳴

植
な
仏

の
み
愉

辺
し
焼

海
楽

説
砂野

四
年
前
、
藤
沢
の
辻
堂
東

海
岸
か
ら
こ
の
地
に
移
り
住

ん
で
以
来
、

気
が
向
く
と
婁

と
花
水
川
河
口
か
ら
「
平
塚

砂
丘
夕
映
え
」
の
碑
の
あ
た

り
ま
で
歩
い
て
い
る。

こ
の
地
は
、

更
科
目
記
の

一
節
に

「も
ろ
こ
し
が
は

ら
」
と
記
さ
れ
て
い
る
由
緒

あ

る

場

所

だ

。

作

者

南
殿
封
勝
或
は
、
こ
の
同

じ
景
色
を
眺
め
が
ら
、
ど
ん

な
思
い
で
旅
し
た
の
か
と
、

思
い
巡
ら
す
の
も
楽
し
い
。

伊
豆
か
ら
丹
沢
ま
で

一
望

で
き
る
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
は

絶
品
で
見
飽
き
な
い
が
、
足

元
に
育
つ
海
辺
の
植
物
も
ま

た
貴
重
な
自
然
を
と
ど
め
て

お
り
、

平
塚
海
岸
の
魅
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

過
酷
な
自
然
条
件
に
耐
え 私

の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

て
生
育
し
て
い
る
ケ
カ
モ
ノ

ハ
シ
、
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、
コ

ウ
ボ
ワ
ム
ギ
な
ど
多
く
の
海

辺
の
植
物
を
見
な
が
ら
の
散

歩
は
楽
し
み
だ
が
、
希
少
種

の
ワ
ン
ラ
ン
や
ハ
マ
ニ
ガ
ナ

を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ま
た

言
い
よ
う
も
な
く
嬬
し
い
。

自
然
環
境
の
保
全
が
叫
ば

れ
て
い
る
が
、

ζ
れ
ら
の
植

物
は
減
少
し
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
「
も
ろ
と
し
が
は

ら
」
に
現
存
す
る
海
浜
植
物

が
群
生
で
き
る
環
境
を
残
せ

ば、

平
塚
海
岸
で
は
近
隣
に

な
い
景
観
が
い
つ
ま
で
も
楽

し
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

カ
県
で
は

「湘
南
な
ぎ
さ
プ

ラ
ン
」
で
海
岸
を
整
備
す
る

と
い
う
。
ぜ
ひ
、
海
浜
植
物

の
保
全
や
再
生
を
と
願
う。

〈
募
集
〉

日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈送
り
先
〉
〒
捌
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
課

「私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係。

820国青少隼健室宵11のつどいも宮古宮(d@tJc;;;Iを7号羽田親 義
ふれあい

七夕まつりのパレー ドで

。日時

く〉会場
。内 容

第 1部式典

. í~'少年健全育成功労者表彰

.号事行管少年表彰

・少年の主張作文最優秀者発表

第 2部 記 念 コ ンサート

-出演神奈川県警察音楽隊

。問い合わせ先

管少年課(背少年会館内.ft32-7029) 

11月23日(祝)
午後 1時......， 3時30分

中央公民館大ホール

12月 9日(土)
午 前 g時 30分 ~ 午後 3時

びわ青 少年の家

(土屋2710-1・B59-0871)
O対象 ・定員 市内にお住ま いの小 ・

中学生とその親60人(先着順)

。参加費 800円(未就学児は半額)

O申し込み方法

11月18日(:iニ)カ‘ら26日(日)まてらグコI古j

(20日(月〉 と23日(祝)は休み)に参加

貨 を添えて、ぴわ青少年の家、または

背少年会館(浅間町12-41・ft32-7029)

に申しi込む。

。 日時

。 会場
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リサイクルの輪

広幸霞ひらつか平成ア年11月 15日(5) 

毎週月曜日、月末

ま萱35-2111

E図・・E三週・・3ヨ
女映画会

※会場は中央図自館です

「すてきなコンサートJ iタマ&フレ

ンズ3丁目物語 クリスマス ・イプの

なぞJ
・日 時 11月19日(日) 10時、 14時

「わ ん ぱく 漂流記 J
・日 時 11月26日 (日) 10時、 14時

「クリスマスの贈 り物J iお じい ちゃ

ん元気 になってね !J 
・日 時 12月 3日 (日) 10時、 14時

「星の子J iフォ ックスウッ ド物語J
-日 時 12月 10日(日) 10時、 14時

「特 集 中勘助」

中勘助の生誕110年、没後30年を 記

念して資料を展示します。

-期間 11月 17 日(金)~12月 14 日(木)

・会場 中央図古館貸出室

。開館時間火~日曜日 9 時~16時

50分(中央図自館の貸出室と参考室は

金閣臼のみ 9 時~18時50分)

。休館 日 毎週月曜日、月末

。 中央 図・館

干 254 浅 間 町12-41

0北 図・館

〒254 田村5155- 1 

0酉図書館

〒254 山下760- 3 

リ
サ
イ
ク
ル
と
は

マ
特
選
「
無
包
装
プ
レ
サ

イ
ク
ル
の
第
一
歩
」

二
宮
め
ぐ

み
(
上
吉
沢
)
、
「生
活
の
く
ふ
う

一
つ
で
ご
み
げ
ん
り
ょ
う
」

鈴
木
量
子
(
重
平
)
、
「
資
源
物

不
燃
物
正
し
く
分
別
ご
み
減

監
」
金
子
紀
子
(
山
下
)

-
平
塚
市
ご
み
減
量
化

・
資

源

が

自
分
の
庖
で
で
き
る
こ
と
は

ご
み
処
理
経
資
を
減
ら
し
、

化
協
力
唐
制
度

何
か
を
考
え
、
無
理
を
し
な
い

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ

ー

の

節

約

に

西

海

岸

商

庖

会

で

は

包

装

の

で

少

し

ず

つ

取

り

組

も

う

と

始

も
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
。

し

か

簡

紫

化

や

買

い

物

袋

の

持

参

、

め

た

」

そ

う

で

す

。

・

-

し
、
ご
み
を
分
別
し

て

出

す

だ

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ト

レ

イ

の

回

収

ス

タ

ー

ト

し

て

の

感

想

は

、

議
然
と
出
さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

貯
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
は

成

立

し

な

ど

に

積

極

的

に

取

り

組

も

う

と

の

質

問

に

は

「

お

客

さ

ん

に

昨

年

度

「

紅

谷

町

の

商

庖

」

ま
せ
ん
。

と

「
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
協
分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

一
番
か
ら
出
さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
は

集
め
ら
れ
た
資

源

再

生

ご

み

力

庖

制

度

」

を

始

め

ま

し

た

。

大

切

で

す

。

袋

を

も

ら

っ

て

当

約

百

ト

ン

。

し

か

し

、

商

庖

な

ど

も、

そ
こ

か

ら

再

生

品

が

作

ら

同

商

庖

会

の

石

井

さ

ん

(

花

た

り

前

だ

と

思

っ

て

い

る

方

も

事

業

系

の

ご

み

は

自

ら

処

理

す

れ
、
そ
し
て
使
わ

れ

な

け

れ

ば

水

鴨

居

)

に

よ

る

と

「

簡

易

包

い
ま
ず
か
ら
。
だ
か
ら
、
自
治
会
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
の

輪

」

が

循

環

装

だ

っ

て

、

初

め

の

う

ち

は

な

ど

で

説

明

会

を

開

い

た

り

、

そ

の

多

く

は

再

利

用

さ

れ

ず

に

せ
ず
、
ご
み
減
誌
に
つ
な
が
り

『包
装
を
け
ち
っ
て
い
る
と
思
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
り
し
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
せ
ん。

紙
を
例
に
す
れ
ば

、

わ

れ
る
」
と
か
、

「万

引

き

が

て

い
ま
す
」
「
行
政
に
も
、
協
力
そ
こ
で
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
積

私
た
ち
が
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
I
パ

増

え

な

い
か
』
な
ど
の
意
見
も
庖
に
は
入
り
口
に
は
る
ス
テ
ッ
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
せ
よ
う

ー
な
ど
の
紙
製
品
を
買
う
と
き

あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
各
商
庖

カ
ー
を
配
る
な
ど
の
支
援
を
し
と
、
紅
谷
町
、
お
よ
び
明
石
町

新
登
場
の
パ
ン
ジ
ー
ト
ラ

ン

ポ

リ

ン

釣

れ

た

か

な

?

凶

砂

市

平

い

す

の

体

験

鼠

乗

楽

し

い

ゲ

l
ム
も

弐

バイテスエフ民
繭
叩びi

u
v
 

も長」甲

ブ
レ
サ
イ
ク
ル
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

再
生
ロ
∞
を
使
う
こ
と

プ
レ
サ
イ
ク
ル
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま

し
た
。
応
募
叩
点
。
(
敬
称
略
)

あ
の
手
こ
の
手
で
ご
み
減
量

商
庖
会
の
取
り
組
み
を
紹
介

に
再
生
紙
を
選
ば
な
け
れ
ば
、

集
め
ら
れ
た
古
紙
も
生
き
返
ら

な
い
の
で
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
」
を
街

環
さ
せ
る
鍵
は
、
私
た
ち
消
費

者
の
選
択
に
あ
り
ま
す
。
買
い

物
を
す
る
と
き
は
「
エ
コ
マ
ー

ク
」
な
ど
を
参
考
に
、

「地
球

に
や
さ
し
い
」
商
品
を
選
ぶ
よ

う
心
が
貯
ま
し
ょ
う
。

'ιγ
』
附
宮
町
一

品
可
芯
、
白
明
ョ
会
ゆ

と

b
F
4
4
0

巳
-
咽

g

F

2

4‘
E
q
h〓

血

w
r
t
t
y
、B
q

d
l叫
句
、

ヱコマーク

健康コzスティnll，

健康フェスティパルが今年も11月 5
日(臼)に総合公園で 聞 かれ ました。 昨 年

とはうって かわっての晴天の下、 5万

人以上の人出でにぎわい ました。

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
市
で
は
今
年
度
中
に

ご
み
減
量
化

・
資
源
化
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
等
を
決
め
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
「
ス
テ
ッ
カ

ー
」
を
配
布
す
る
予
定
で
す

0

・
平
塚
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
モ

デ
ル
商
底
会

ギネスに挑戦記録は?

ともしび市民フェスティパル

も同時開催。率いすの体験リレ

ーやパン食い競走などたくさん

のイベ ントが行われました。即

売コーナーでは、手作り品に人

気が集まりました。

の
一
部
の
商
庖
会
が
協
力
し
、

資
源
回
収
業
者
に
有
料
で
収
集

し
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

り
あ
げ
ま
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
商
庖
会
幹
事
の

常
盤
さ
ん
(
ト
キ
ワ
ヤ
)
に
よ

る
と

「準
備
に
時
間
を
か
貯
た

せ
い
か
、
ほ
と
ん
ど
の
商
庖
や

企
業
が
き
ち
ん
と
協
力
し
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。

「ダ
ン
ボ
ー
ル
の
再
資
源
化

や
ご
み
減
量
だ
げ
で
な
く
、
商

庖
会
の
人
み
ん
な
の

『環
境
」

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
効
果

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
小
さ

い
こ
と
と
ば
か
に
し
な
い
で、

こ
つ
こ
つ
と
続
貯
て
行
き
た

い
」
「
将
来
は
、
ほ
か
の
ご
み

の
集
団
回
収
も
行
っ
て
、
再
資

源
化
を
進
め
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

avお
知
ら
せ

広
報
ひ
ら
つ
か
ロ
月
日
臼

号
で
は
年
来
年
始
の
ご
み
収

集
日
程
、
ご
み
の
分
類
の
仕

方
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

.......~砂・4砂4砂.....~砂.....~砂4砂。...~砂・・4・..~砂・4・・・4砂・..~砂....~砂・・4・....~砂・..~砂・...~砂・4・・4砂

霊宝31-0415

笠置53-1232

乞萱36-3555

内

δ幡、、，ノ

日
館

西

館

術

4

休

美

お

0
0
一T

会資料の特集

定量32-7029

!美術館 I

女市 民 ア ー ト ギ ャ ラ リ ー

【MOA平塚児童画作品展(絵画)】

・期 間 11月 15 日(水)~19日(日)
【ひまわりの会(油絵) 】

・期 間 11月 15 日(水)~21 日(火)

【静官f'OI~作展(哲) 】
-期 間 11月22日(水) ~28日(火)

【藤村弘子ファミリー展(絵画、彫

刻、版画)】

・期 間 11月 22日〈水)~28日(火)

【教員災術展(絵画、彫刻) 】

・期 間 11月 29日(水) ~12月 5 日(火)

【日本画第 7固なでしこ会展(日本:

画〉 】

・期 間 12月 6日(水) ~12 日(火)

【創作人形個展(人 形) 】

・期間 12月 6日 (水) ~10 日(日)

【「親と子による写生会」作品展覧会 :

(絵画) 】

・期間 12月 14日(木) ~17日(臼)

【TWO+ONE展(写真) 】

・期間 12月 13日(水) ~19日(火)

O開 館時間 9 時30分~16時50分

。青少年会館

〒254浅間町12-41
会漂着物を拾う会

12月 9日(土)9 時30分~11時

花 水川橋平塚側たもと(雨天

(土)までに脅

霊堂33-5111

EEZEZZE遺
j会青年社交ダンス教室

・日程 11月 28日(火)、 12月 6日

(水)、 12日(火)、 19日(火)、 26日

(火)の全 5回

-時間 19時~21時

・会場背少年会館集会室

・対象 18歳以上30歳以下 の男女(高

:校生は不可)

・定凸 30人(先制限)

・内容簡単な社交ダンスの購習

・費用 500円

-申し込み 11月 25日

少年会館へ

。開館時間 9 時~21時30分(日曜日

のみ 9 時~17時}

。休館日 毎 週月曜日

-日時

・鍛合

中止)

O開 館 時間 9 時~16時50分

。 休館日 毎 週 月 曜 日 、 月 末

。 博物館

干 254浅間町12-41

「考古 部門近年の発掘調査の 成 果」

・期間 11月29日(水 )まで

「摘 のつどし、」

-期間 12月 1 日(金)~ 1月30日(火)

(月)までに往

までに往

会星を見る会

「土星 をみよう」

-日時 11月24日(金) 19時~20時

・会場博 物館屋上 (科学教室集合)

・参加 自由(鐙り、雨天中止)

台体験学習

「お飾りを作ろうJ
-日時 12月 17日(日) 10時~15時

・会場博物館講堂

-定只 30人(多数の場合は抽選)

・材料費 100円

・申し込み 12月 4回

復はが きで

「家紋紙作りJ
・日時 12月24日(日) 9 時~16時

・会場博物館科学教室

-定員 20人

-材料費 400円

・申し込み 12月 9回

復はがきで

(土)
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